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座馬耕一郎 (京都大 ･理 ･人類進化論)
ニホンザルはグルーミングによってシラミやその
卵を取り除いていることが知られている､しかし､多
くの研究は､グルーミングを ｢持続時間｣や ｢頻度｣
で評価するのみである｡そこで本研究では､ ｢シラミ
卵を除去する行動のB]数｣を指標として､グルーミン
グの持続時間とシラミ卵除去行動回数との関係､およ
びシラミ卵の除去効率を明らかにし､グルーミングを
タは『寄生虫除去行動という視点から再評価することを
目的とした｡
調査は､京都市嵐山のニホンザル餌付け群を対象に
おこなった01997年5月7-29日に､コドモ(頭胴長約
30cm)2個体､1997年10月6日-11月4日にオトナメ
ス(同,約52cm)､ワカモノメス(同.約48cm)､コドモ
(臥 約30cm)､各2頭をそれぞれ4日間個体追跡し
たハグルーミングをビデオに記手蔓し､体の各部位(頭,
月軌腹,背上,背下,腕内,腕外,脚内例外)について､グ
ルーミングされた時間とシラミ卵除去行動回数を調べ
た.･その結果､以下の点が明らかになった｡(1)観察
時間にしめる各個体のグルーミング時間の割合は平均
5-15%であり､グルーミング1分間あたりのシラミ
卵除去行動回数(除去効率)は､0.6-3.0(回/分)であっ
た,また､グルーミング時間､シラミ卵除去行動回政
は､頭胴長と相関がなく､体サイズが大きくなっても
グルーミング時間が長くなるというわけではなかっ
たL-.(2)との個体でも､背上､背下などの体の外側に
面している部位の方が､腹､胸などの体の内側に面し
ている部位よりも長い時間､グルーミングを受ける傾
向があった｡また､よりグルーミングを受けた部位で
は､より多くのシラミ卵除去行動が観察された｡
シラミの除去効率は､個体間で5倍の差がみられ
た.この差の要因は､各個体に寄生するシラミ卵の致
によるのかどうか､今後の調査が必要である.､
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